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令和５年度広島県水道広域連合企業団各会計の決算審査意見について 

 

地方公営企業法第 30 条第２項の規定により審査に付された令和５年度各会計の決算

について、審査意見を別冊のとおり提出します。 



 

 

令 和 ５ 年 度 

 

 広島県水道広域連合企業団 

 

決算審査意見書 



令和５年度広島県水道広域連合企業団各会計の決算審査意見 

 

１ 審査の対象 

  企業長から審査に付された令和５年度各会計の決算について、次に掲げる広島県水

道広域連合企業団会計規程（令和５年広島県水道広域連合企業団管理規程第 11 号）

第３条に定めるすべての会計を対象として審査した。（会計規程建制順） 

 

水道事業会計（市町水道事業会計及び水道用水供給事業会計） 

市町水道事業会計（14会計） 

・竹原市水道事業会計 

・三原市水道事業会計 

・府中市水道事業会計 

・三次市水道事業会計 

・庄原市水道事業会計 

・東広島市水道事業会計 

・廿日市市水道事業会計 

・安芸高田市水道事業会計 

・江田島市水道事業会計 

・熊野町水道事業会計 

・北広島町水道事業会計 

・大崎上島町水道事業会計 

・世羅町水道事業会計 

・神石高原町簡易水道事業会計 

水道用水供給事業会計 

工業用水道事業会計 

 

２ 審査の趣旨 

各会計の決算審査に当たっては、決算その他関係書類が法令等に適合し、かつ計数

は正確であるか、事業の運営が地方公営企業法第３条（経営の基本原則）の趣旨に従

って行われたか、それぞれの事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているか、

などの点に主眼をおき、広島県水道広域連合企業団監査委員監査基準に準拠して実施

した。 

 
３ 審査の実施内容 

企業⾧から提出された決算書及び附属書類の計数を点検し、関係諸帳簿及び証拠書

類等との照合確認を行うとともに、関係当局の説明を聴取し、既に実施した監査、検

査の結果も参考にして慎重に行った。 
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４ 審査の結果 

上記のとおり審査した限り、重要な点において、審査に付された各会計の決算書及

び附属書類は、法令等に適合し、いずれもその計数が正確で、経営成績及び財政状態

は適正に表示されていた。 

また、事業の運営については、一部改善を要する事項があったものの、経営の基本

原則の趣旨に従って行われており、おおむね適正と認められた。 

 
５ 審査意見 

 広島県水道広域連合企業団は、14 市町の水道事業と広島県の水道用水供給事業及び

工業用水道事業を継承して、令和５年４月から業務を開始したところであるが、今後

の事業推進に当たっては、次のような取り組みに努められたい。 

（１）広域計画の着実な推進 

 令和５年１月に策定した広域計画に基づき、「上質なサービスの提供」、「施設・

維持管理の最適化」、「組織・管理体制の強化」の取組を進め、安全・安心・良質

な水を適切な料金で安定供給する水道システムを計画的に、かつ、確実に構築され

たい。 

（２）組織の総合力の発揮 

 14 市町と県で設立した広島県水道広域連合企業団の基本理念の実現に向け、全

職員が同じ方向を向き、一体となって業務に取り組めるようミッションステートメ

ントを取りまとめられたところであり、今後、組織の一体感を確立し、総合力が一

層発揮できるよう、このミッションステートメントの職員への浸透・定着を強力に

推進していただきたい。 

（３）適正な会計事務の執行 

 決算審査の過程において、会計事務に係る改善を要する事項が見受けられたので、

正確で、適正な事務を行われたい。 

 また、公営企業の経営原則である経済性を発揮するため、事務の迅速化、効率化

に努められたい。 

ア 市町水道事業会計において令和４年度以前に発生した長期未収金が６千万円

に上っている。長期未収金については、債権管理条例や債権管理マニュアルに基

づいて、台帳を整備し、督促、催告や債務名義の取得などによる保全、回収に取

り組み、新規発生の抑制に努めるとともに、滞留している長期未収金を削減され

たい。 

イ １年以上経過した水道料金還付金の未払金が計上されている事務所があり、適

正に管理されたい。 
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６ 事業の概要 

  市町水道事業会計、水道用水供給事業会計及び工業用水道事業会計の事業の概要に

ついては、次頁以降のとおりである。 
 

７ 令和５年度決算資料 

  巻末に掲載する。 
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市町水道事業会計

１　概況
　人口減少等に伴い給水収益が減少傾向にある一方、施設の老朽化に伴う更新費用の増加、技術職員
の大量退職に伴う技術継承などの課題に対し、施設規模の最適化や業務の効率化などにより、経営の
健全化を図るため、竹原市、三原市、府中市、三次市、庄原市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、熊野町、北広島町、大崎上島町、世羅町、神石高原町の14市町と広島県で広島県水道広域
連合企業団を設立し、14市町及び広島県から水道事業、水道用水供給事業及び工業用水道事業を承継
し、令和５年４月から事業開始した。
　令和５年度は、国からの交付金等を活用し、施設の再編整備や管路更新等の事業の推進に取り組ん
だ。

２　業務状況

実績等 摘　要

274,371戸

568,225人

70,400千㎥ １日平均192千㎥/日

61,906千㎥ １日平均169千㎥/日

7,819百万円

３　経営成績（損益計算書）

(単位：百万円)

令和５年度決算 摘　要

a 14,040 

13,692 

b 16,662 

10,199 

6,340 

営業損益 c=a-b △ 2,622 

d 4,332 

1,023 

2,415 

e 507 

f=c+d-e 1,202 

g 306 

h 11 

f+g+h 1,497 

a+d+g 18,678 

b+e+h 17,181 

（令和６年３月末現在）

　営業収益は14,040百万円、営業費用は16,662百万円（うち維持管理費10,199百万円、減価償却費
6,340百万円）となっており、2,622百万円の営業損失となっている。
　営業外収益は4,332百万円（うち他会計補助金1,023百万円、長期前受金戻入2,415百万円）、営業外
費用507百万円（うち支払利息486百万円）となっており、これらに営業損失を含めて1,202百万円の経
常利益を計上している。
　修繕引当金や特別修繕引当金を取り崩したことなどによる特別利益306百万円、及び資産の除却など
による特別損失11百万円をそれぞれ計上している。
　以上の結果、市町水道事業の業務開始初年度の当年度純利益は1,497百万円となっている。

建設改良費

区分

年間有収水量

給水戸数

給水人口

年間配水量

経常損益

特別利益

うち維持管理費

うち減価償却費

営業外収益

営業収益

うち給水収益

営業費用

区　分

営業外費用

うち他会計補助金

うち長期前受金戻入

特別損失

当年度純利益

（総収益）

（総費用）

※　決算の計上数値を表示単位の百万円未満で四捨五入しており、計において一致しない場合がある。
　（以下の資料において同じ。）
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４　財務状況（貸借対照表）

(単位：百万円)

令和５年度決算 摘　要

152,289 

うち有形固定資産 146,374 

21,488 

うち現金・預金 18,169 

うち未収金 2,621 長期未収金※60百万円

173,777 

40,458 

うち企業債 39,420 

9,003 

うち企業債 3,753 

46,883 

96,344 

57,790 

うち組入資本金 36,924 

19,642 

うち利益剰余金 15,379 

77,433 

173,777 

※(注)長期未収金は、発生が令和４年度以前のもの

区　分

　負債については、固定負債40,458百万円（うち企業債39,420百万円）、流動負債9,003百万円（うち企業債
3,753百万円）、繰延収益46,883百万円となり、負債合計は96,344百万円となっている。
　資本については、資本金57,790万円、剰余金19,642百万円(うち利益剰余金15,379百万円）となり、資本合計
は77,433百万円となっている。

　資産については、固定資産152,289百万円、流動資産21,488百万円（うち現金18,169百万円）となり、資産合
計は173,777百万円となっている。

資
本
の
部

負債・資本合計

固定資産

流動資産

資産合計

負
債
の
部

固定負債

資
産
の
部

資本金

剰余金

資本合計

流動負債

繰延収益

負債合計
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５　キャッシュフロー

(単位：百万円)

令和５年度決算 摘　要

4,484 

1,497 

6,340 

△ 2,568 

△ 4,355 

△ 5,883 

△ 767 

2,400 

△ 3,896 

△ 638 

18,806 

18,169 

６　主な経営指標

(単位：％)

令和５年度決算
（参考）

令和４年度全国平均

107.00 
（末端給水）108.7
（簡易水道）105.0

92.90 

51.24 
(全国平均:用水含む)

51.51

22.40 

管路更新率（％） 0.38 

　投資活動によるＣＦは、建設改良のため資金が5,883百万円減少したことなどから、4,355百万円の減少と
なった。
　財務活動によるＣＦは、企業債の発行が2,400百万円あったものの、企業債の償還が3,896百万円あったこ
となどにより、767百万円の減少となった。
　以上のような資金移動により、資金期末残高は資金期首残高に比べて638百万円減少して、18,169百万円と
なった。

うち建設改良費

うち長期前受金戻入

投資活動によるＣＦ

うち当年度純利益

うち減価償却費

資金増減額

資金期首残高

財務活動によるＣＦ

うち企業債発行

うち企業債償還金

管路経年化率（％）

資金期末残高

区　　分

経常収支比率（％）

料金回収率（％）

　経常収支比率（経常費用に対する経常収益の割合）は、14市町水道事業会計の平均で107％となっており、す
べての会計で100％を上回っている。
　料金回収率（給水原価に対する供給単価の割合）は、14市町水道事業会計の平均で92.9％となっている。
　経常収支比率と料金回収率の指標の計算内容の違いは、料金回収率の分子である供給単価に営業外収益を
含まないため、営業外収益が多い会計ほど、料金回収率が経常収支比率より低くくなる傾向にある。
　各会計ごとに料金回収率をみると、会計ごとに58.52％から116.82％まで、状況が異なっている。
　有形固定資産減価償却率は51.24％であり、令和４年度における水道事業会計（水道用水供給事業を含む）
の全国平均は51.51％となっている。

有形固定資産減価償却率（％）

業務活動によるＣＦ

ＣＦ区分

　業務活動によるＣＦは、当年度純利益1,497百万円、減価償却費6,340百万円、長期前受金戻入△2,568百
万円などにより4,484百万円の増加となった。
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水道用水供給事業会計

１　概況

　人口減少等に伴い給水収益が減少傾向にある一方、施設の老朽化に伴う更新費用の増加、技術職員
の大量退職に伴う技術継承などの課題に対し、施設規模の最適化や業務の効率化などにより、経営の
健全化を図るため、竹原市、三原市、府中市、三次市、庄原市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、熊野町、北広島町、大崎上島町、世羅町、神石高原町の14市町と広島県で広島県水道広域

連合企業団を設立し、14市町及び広島県から水道事業、水道用水供給事業及び工業用水道事業を承継
し、令和５年４月から事業開始した。
　水道用水供給事業は、広島水道用水供給水道、広島西部地域水道用水供給水道及び沼田川水道用水
供給水道の経営を行うとともに、令和５年度は、国からの交付金等を活用し、施設の再編整備や管路
更新等の事業の推進に取り組んだ。

２　業務状況

事業合計

（広島） （広島西部） （沼田川）

17市町 ９市町 ３市 ５市町

77,879千㎥ 39,750千㎥ 19,615千㎥ 18,514千㎥

213千㎥／日 109千㎥／日 54千㎥／日 51千㎥／日

5,112百万円 3,549百万円 952百万円 612百万円

※　決算の計上数値を表示単位未満（千㎥、千㎥/  日、百万円）で四捨五入しており、計において一致
　しない場合がある。（以下の資料において同じ。）

３　経営成績（損益計算書）

　以上の結果、水道用水供給事業会計の当年度純利益は1,193百万円となっている。
(単位：百万円)

a 8,961 

8,908 

b 8,702 

4,625 

3,996 

営業損益 c=a-b 259 

d 1,193 

0 

832 

e 259 

f=c+d-e 1,193 

g 0 

h 0 

f+g+h 1,193 

a+d+g 10,154 

b+e+h 8,961 

（令和６年３月末現在）

　営業収益は8,961百万円、営業費用は8,702百万円（うち維持管理費4,625百万円、減価償却費3,996百万
円）となっており、259百万円の営業利益を計上している。
　営業外収益は1,193百万円（うち長期前受金戻入832百万円）、営業外費用259百万円（うち支払利息256
百万円）となっており、これらに営業利益を加えて、1,193百万円の経常利益を計上している。

摘　　要

営業収益

うち給水収益

営業費用

区　分 令和５年度決算

営業外費用

経常損益

特別利益

うち他会計補助金

給水市町数

年間配水量

１日平均配水量

建設改良費

区　分
(セグメント)

特別損失

当年度純利益

（総収益）

（総費用）

うち長期前受金戻入

うち維持管理費

うち減価償却費

営業外収益
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４　財務状況（貸借対照表）

(単位：百万円)

113,966 

うち有形固定資産 91,536 

24,408 

うち現金・預金 22,075 

うち未収金 2,264 長期未収金※3百万円

138,373 

11,180 

うち企業債 10,237 

6,177 

うち企業債 1,837 

22,510 

39,867 

74,409 

うち組入資本金 43,723 

24,098 

うち利益剰余金 19,996 

98,506 

138,373 

※(注)長期未収金は、発生が令和４年度以前のもの

　資産については、固定資産113,966百万円、流動資産24,408百万円（うち現金22,075百万円,未収金
2,264百万円）となり、資産合計は138,373百万円となっている。
　負債については、固定負債11,180百万円（うち企業債10,237百万円）、流動負債6,177百万円(うち
企業債1,837百万円）、繰延収益22,510百万円となり、負債合計は39,867百万円となっている。
　資本については、資本金74,409百万円、剰余金24,098百万円（うち利益剰余金19,996百万円）となり、
資本合計は98,506百万円となっている。

剰余金

資本合計

負債・資本合計

区分

資
産
の
部

固定資産

流動資産

資産合計

負
債
の
部

固定負債

流動負債

繰延収益

負債合計

資
本
の
部

資本金

摘　要令和５年度
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５　キャッシュフロー

 　財務活動によるＣＦは、企業債の償還が1,975百万円あった一方で、企業債の発行が28百万円に留まっ
たことより、1,400百万円の減少となった。

(単位：千円)

3,542 

1,193 

3,996 

△ 914 

△ 2,823 

△ 3,780 

△ 1,400 

28 

△ 1,975 

△ 681 

22,756 

22,075 

６　主な指標

　有形固定資産減価償却率は64.91％であり、令和４年度の水道事業会計全体の全国平均51.51％を上回っ
ている。

(単位：％)

令和５年度
（参考）

令和４年度全国平均

113.32 （用水）107.3

109.60 

64.91 
(全国平均：用水含む
水道事業)　51.51

57.15 

管路更新率（％） 0.45 

財務活動によるＣＦ

うち企業債発行

うち企業債償還金

資金期首残高

うち建設改良費

資金増減額

投資活動によるＣＦ

有形固定資産減価償却率（％）

管路経年化率（％）

資金期末残高

区　　分

経常収支比率（％）

料金回収率（％）

　料金回収率（給水原価に対する供給単価の割合）は、109.6％となっており、給水に係る費用を給水収
益で賄えている。

　経常収支比率（経常費用に対する経常収益の割合）は、113.32％となっており、用水供給事業の全国平
均107.3％を上回っている。

業務活動によるＣＦ

うち当年度純利益

うち減価償却費

令和５年度決算

うち長期前受金戻入

ＣＦ区分 摘　要

　業務活動によるＣＦは、当年度純利益1,193百万円、減価償却費3,996百万円、長期前受金戻入△914百
万円などにより3,542百万円の増加となった。
　投資活動によるＣＦは、建設改良により資金が3,780百万円減少したことなどから、2,823百万円の減少
となった。

　以上のような資金移動により、資金期末残高は資金期首残高に比べて681百万円減少して、22,075百万
円となった。
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工業用水道事業会計

１　概況
　人口減少等に伴い給水収益が減少傾向にある一方、施設の老朽化に伴う更新費用の増加、技術職員
の大量退職に伴う技術継承などの課題に対し、施設規模の最適化や業務の効率化などにより、経営の
健全化を図るため、竹原市、三原市、府中市、三次市、庄原市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、熊野町、北広島町、大崎上島町、世羅町、神石高原町の14市町と広島県で広島県水道広域
連合企業団を設立し、14市町及び広島県から水道事業、水道用水供給事業及び工業用水道事業を承継
し、令和５年４月から事業開始した。
　工業用水道事業では、太田川東部工業用水道、沼田川工業用水道及び太田川東部工業用水道第２期
水道の経営を行っており、令和５年度は管路更新等の事業の推進に取り組んだ。

２　業務状況

（令和６年３月末現在）

事業合計

（太田川東部） （沼田川） （太田川東部第２期）

35 6 21 8

52,011千㎥ 35,352千㎥ 6,315千㎥ 10,343千㎥

142千㎥／日 97千㎥／日 17千㎥／日 28千㎥／日

1,042百万円 641百万円 237百万円 164百万円

３　経営成績（損益計算書）

(単位：百万円)

a 2,633 

1,980 

b 2,495 

1,866 

623 

営業損益 c=a-b 139 

d 379 

0 

95 

e 93 

f=c+d-e 425 

g 0 

h 0 

f+g+h 425 

a+d+g 3,013 

b+e+h 2,588 

　営業収益は2,633百万円、営業費用は2,495百万円(うち維持管理費1,866百万円、減価償却費623百万円
）となっており、139百万円の営業利益を計上している。
　営業外収益は379百万円（うち長期前受金戻入95百万円）、営業外費用93百万円（うち支払利息92百万
円）となっており、これらに営業利益を加えて425百万円の経常利益を計上している。
　以上の結果、工業用水道事業会計の当年度純利益は425百万円となっている。

うち長期前受金戻入

うち他会計補助金

区　分
（セグメント）

摘　　要

営業収益

うち給水収益

営業費用

区　分 令和５年度決算

営業外費用

経常損益

特別利益

うち維持管理費

うち減価償却費

営業外収益

（総費用）

特別損失

当年度純利益

（総収益）

給水対象事業所数

年間配水量

１日平均配水量

建設改良費

※　決算の計上数値を表示単位未満（千㎥、千㎥/日、百万円）で四捨五入しており、計において一致
　しない場合がある。（以下の資料において同じ。）
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４　財務状況（貸借対照表）

　なお、剰余金がマイナスとなっているのは、令和４年度における減損処理による繰越欠損金1,487百万
円の影響によるものである。

(単位：百万円)

14,908 

うち有形固定資産 14,779 

4,819 

うち現金・預金 4,266 

うち未収金 537 

19,727 

9,311 

うち企業債 8,611 

1,947 

うち企業債 638 

1,650 

12,908 

7,631 

うち組入資本金 7,378 

△ 812 

うち利益剰余金 △ 1,434 

6,819 

19,727 

　資産については、固定資産14,908百万円、流動資産4,819百万円（うち現金4,266百万円、未収金537百万
円）となり、資産合計は19,727百万円となっている。
　負債については、固定負債9,311百万円（うち企業債8,611百万円）、流動負債1,947百万円（うち企業債
638百万円）、繰延収益1,650百万円となり、負債合計は12,908百万円となっている。
　資本については、資本金7,631百万円、剰余金△812百万円となり、資本合計は6,819百万円となってい
る。

負
債
の
部

固定負債

流動負債

繰延収益

負債合計

資
本
の
部

資本金

剰余金

資本合計

令和５年度決算

負債・資本合計

区分

資
産
の
部

固定資産

流動資産

資産合計

摘　　要
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５　キャッシュフロー

(単位：百万円)

1,199 

425 

623 

△ 96 

△ 476 

△ 522 

152 

838 

△ 652 

875 

3,391 

4,266 

６　主な経営指標

(単位：％)

令和５年度
(参考)

令和４年度
全国平均

116.42 （工水）112.5

79.44 （工水）106.7

66.74 （工水） 61.2

48.46 

0.00 管路更新率（％）

資金増減額

資金期首残高

財務活動によるＣＦ

投資活動によるＣＦ

うち建設改良費

うち企業債発行

うち企業債償還金

有形固定資産減価償却率（％）

管路経年化率（％）

資金期末残高

区　　分

経常収支比率（％）

料金回収率（％）

　経常収支比率（経常費用に対する経常収益の割合）は、116.42％となっており、令和４年度の工業用水
道事業の全国平均112.5％を上回っている。
　料金回収率（給水原価に対する供給単価の割合）は、水道用水供給事業や市町水道事業から管理を受託
している共同施設の維持管理費が含まれていることから79.44％となっている。これらの管理受託に係る費
用を除いた場合、工業用水道事業の料金回収率は107.68％となる。
　有形固定資産減価償却率は66.74％であり、令和４年度の工業用水道事業の全国平均61.2％を上回ってい
る。

ＣＦ区分

　投資活動によるＣＦは、建設改良により資金が522百万円減少したことなどから、476百万円の減少とな

　財務活動によるＣＦは、企業債の発行による838百万円の増加、企業債の償還による652百万円の減少な
どにより、152百万円の増加となった。
　以上のような資金移動により、資金期末残高は資金期首残高に比べて875百万円増加して、4,266百万円
となった。

業務活動によるＣＦ

うち当年度純利益

うち減価償却費

令和５年度決算

うち長期前受金戻入

った。

　業務活動によるＣＦは、当年度純利益425百万円、減価償却費623百万円、長期前受金戻入△96百万円な
どにより1,199百万円の増加となった。

摘　　要
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令和５年度決算資料
１　収益的収入及び支出

(単位：百万円)

収入増減額 翌年度繰越 不用額 形式収支 実質収支
A B C=A-B E Ｆ Ｇ H=F-G I J K=B-G L=K-I

31,203 31,240 △ 37 △ 37 29,721 27,636 2,086 21 2,065 3,605 3,584 

20,229 20,179 50 50 19,382 18,125 1,257 21 1,236 2,054 2,034 

竹原市水道事業会計 841 865 △ 24 △ 24 824 767 57 0 57 98 98 

三原市水道事業会計 3,217 3,157 60 60 2,982 2,801 181 5 176 356 351 

府中市水道事業会計 716 706 9 9 730 666 64 0 64 40 40 

三次市水道事業会計 1,874 1,860 14 14 1,895 1,759 136 0 136 101 101 

庄原市水道事業会計 1,102 1,104 △ 2 △ 2 1,097 1,025 72 0 72 79 79 

東広島市水道事業会計 5,170 5,121 48 48 4,950 4,685 265 16 249 436 421 

廿日市市水道事業会計 3,020 3,029 △ 9 △ 9 2,918 2,776 142 0 142 253 253 

安芸高田市水道事業会計 1,002 1,004 △ 2 △ 2 1,011 928 83 0 83 77 77 

江田島市水道事業会計 969 1,020 △ 51 △ 51 767 680 87 0 87 340 340 

熊野町水道事業会計 555 554 0 0 481 446 36 0 36 109 109 

北広島町水道事業会計 513 511 2 2 496 464 32 0 32 47 47 

大崎上島町水道事業会計 496 500 △ 4 △ 4 484 457 27 0 27 43 43 

世羅町水道事業会計 442 441 1 1 437 409 28 0 28 32 32 

神石高原町簡易水道事業会計 312 306 6 6 310 263 47 0 47 43 43 

10,974 11,061 △ 87 △ 87 10,339 9,511 829 0 829 1,551 1,551 

3,467 3,278 189 189 3,289 2,770 518 0 518 508 508 

※　決算の計上数値を百万円未満で四捨五入しているため、計において一致しない場合がある。

区　　分

収益的収支
収入 支出 差引

最終予算 決算
予算決算増減

最終予算 決算
予算決算増減 決算収支

水道事業会計

市町水道事業会計

水道用水供給事業会計

工業用水道事業会計
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令和５年度決算資料
２　資本的収入及び支出

(単位：百万円)

収入増減額 翌年度繰越 不用額 形式収支 実質収支
A B C=A-B E Ｆ Ｇ H=F-G I J K=B-G L=K-I

11,972 6,530 5,442 5,442 28,707 18,869 9,838 3,969 5,869 △ 12,339 △ 16,308 

8,489 4,947 3,542 3,542 17,066 11,781 5,284 3,969 1,315 △ 6,835 △ 10,804 

竹原市水道事業会計 142 75 68 68 622 321 301 269 31 △ 246 △ 516 

三原市水道事業会計 2,377 1,421 956 956 4,034 2,914 1,120 1,022 99 △ 1,492 △ 2,514 

府中市水道事業会計 286 141 145 145 610 397 213 172 41 △ 256 △ 428 

三次市水道事業会計 1,306 637 669 669 2,242 1,377 865 730 135 △ 741 △ 1,471 

庄原市水道事業会計 410 406 5 5 1,007 945 62 26 35 △ 540 △ 566 

東広島市水道事業会計 1,106 637 470 470 3,135 2,296 839 603 236 △ 1,659 △ 2,262 

廿日市市水道事業会計 873 474 399 399 1,962 1,239 723 711 11 △ 766 △ 1,477 

安芸高田市水道事業会計 415 181 234 234 758 530 228 194 34 △ 349 △ 543 

江田島市水道事業会計 877 360 517 517 1,330 728 603 0 603 △ 368 △ 368 

熊野町水道事業会計 52 55 △ 3 △ 3 147 115 32 0 32 △ 60 △ 60 

北広島町水道事業会計 98 39 58 58 351 263 89 84 5 △ 223 △ 307 

大崎上島町水道事業会計 136 126 9 9 146 132 14 0 14 △ 6 △ 6 

世羅町水道事業会計 207 191 15 15 491 297 194 158 37 △ 106 △ 264 

神石高原町簡易水道事業会計 204 204 0 0 228 226 1 0 1 △ 22 △ 22 

3,483 1,583 1,900 1,900 11,641 7,088 4,554 0 4,554 △ 5,504 △ 5,504 

1,461 964 497 497 2,137 1,728 409 270 139 △ 764 △ 1,035 

※　決算の計上数値を百万円未満で四捨五入しているため、計において一致しない場合がある。

予算決算増減 決算収支
最終予算 決算

予算決算増減
最終予算 決算

資本的収支
収入 支出 差引

工業用水道事業会計

区　　分

水道事業会計

市町水道事業会計

水道用水供給事業会計
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令和５年度決算資料
３　経営成績（損益計算書）

(総収益) (総費用)

c=a-b 営業外費用
f=
c+d-e

特別利益 特別損失 f+g-h a+d+g b+e+h

うち
給水収益

うち
維持管理費

うち
減価償却費

うち他会計
補助金

うち長期
前受金戻入 e g h

23,001 22,601 25,364 14,824 10,336 △ 2,363 5,525 1,023 3,247 766 2,396 306 11 2,690 28,832 26,141 

14,040 13,692 16,662 10,199 6,340 △ 2,622 4,332 1,023 2,415 507 1,202 306 11 1,497 18,678 17,181 

竹原市水道事業会計 758 752 708 472 236 49 31 1 25 4 77 0 0 77 789 712 

三原市水道事業会計 2,382 2,323 2,543 1,418 1,112 △ 160 534 242 263 138 237 0 0 237 2,917 2,680 

府中市水道事業会計 561 554 596 337 247 △ 34 87 0 64 31 22 0 0 22 649 626 

三次市水道事業会計 1,088 1,057 1,658 631 1,023 △ 570 659 130 387 47 42 0 0 43 1,748 1,705 

庄原市水道事業会計 616 602 938 400 524 △ 322 425 157 258 53 51 0 0 51 1,041 991 

東広島市水道事業会計 4,011 3,927 4,323 3,311 976 △ 312 536 30 335 62 162 108 4 266 4,655 4,389 

廿日市市水道事業会計 2,227 2,155 2,581 1,691 867 △ 354 573 63 312 35 184 0 1 183 2,800 2,617 

安芸高田市水道事業会計 442 441 837 416 414 △ 395 511 256 138 53 62 0 0 62 953 891 

江田島市水道事業会計 683 651 633 434 193 50 94 0 75 16 128 170 0 298 947 649 

熊野町水道事業会計 450 429 405 337 68 44 39 1 38 0 84 20 0 103 509 405 

北広島町水道事業会計 243 233 413 197 215 △ 170 242 22 69 28 45 0 0 45 486 441 

大崎上島町水道事業会計 274 273 418 270 141 △ 144 190 32 139 12 34 9 0 43 473 430 

世羅町水道事業会計 190 190 373 185 188 △ 183 231 39 186 16 32 0 0 32 421 389 

神石高原町簡易水道事業会計 113 105 236 101 136 △ 123 178 50 125 13 42 0 7 35 291 256 

8,961 8,908 8,702 4,625 3,996 259 1,193 0 832 259 1,193 0 0 1,193 10,154 8,961 

2,633 1,980 2,495 1,866 623 139 379 0 95 93 425 0 0 425 3,013 2,588 

※　決算の計上数値を百万円未満で四捨五入しているため、計において一致しない場合がある。

(単位：百万円)

営業外収益 d区　分

営業損益 経常損益 当年度純利益

営業収益 a 営業費用 b

市町水道事業会計

水道事業会計

水道用水供給事業会計

工業用水道事業会計
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令和５年度決算資料
４　財政状況（貸借対照表）

繰延収益 負債合計

うち
有形固定資産

うち
現金・預金

うち
企業債

うち
企業債

うち
組入資本金

うち
利益剰余金

266,254 237,910 45,896 40,244 312,150 51,638 49,657 15,180 5,590 69,393 136,211 132,199 80,647 43,740 35,375 175,939 312,150 

152,289 146,374 21,488 18,169 173,777 40,458 39,420 9,003 3,753 46,883 96,344 57,790 36,924 19,642 15,379 77,433 173,777 

竹原市水道事業会計 4,265 4,263 1,383 1,216 5,647 304 213 251 29 438 993 2,606 2,548 2,048 1,742 4,654 5,647 

三原市水道事業会計 29,458 28,727 2,120 1,448 31,579 10,384 10,002 2,193 1,181 4,387 16,964 13,961 12,220 654 563 14,615 31,579 

府中市水道事業会計 6,479 5,402 1,140 1,042 7,619 2,369 2,247 383 159 685 3,437 2,538 126 1,644 1,644 4,182 7,619 

三次市水道事業会計 22,554 20,447 1,844 1,430 24,398 8,499 8,439 920 504 8,454 17,872 5,688 2,097 838 804 6,526 24,398 

庄原市水道事業会計 13,460 11,664 1,660 1,538 15,121 2,928 2,925 614 299 5,387 8,929 2,900 359 3,293 2,666 6,192 15,121 

東広島市水道事業会計 23,864 23,825 2,933 2,310 26,796 3,605 3,274 1,515 381 6,643 11,762 13,660 9,097 1,374 650 15,034 26,796 

廿日市市水道事業会計 20,668 20,665 3,637 2,876 24,305 4,476 4,470 1,042 295 5,616 11,134 10,143 8,497 3,029 1,964 13,171 24,305 

安芸高田市水道事業会計 9,268 9,264 745 619 10,012 3,216 3,214 628 305 3,238 7,082 2,333 393 597 403 2,930 10,012 

江田島市水道事業会計 4,852 4,851 2,008 1,941 6,860 1,191 1,188 335 95 1,756 3,282 1,124 0 2,454 2,425 3,578 6,860 

熊野町水道事業会計 1,829 1,827 1,347 1,312 3,175 1 0 123 0 927 1,052 1,156 1,113 968 933 2,123 3,175 

北広島町水道事業会計 4,067 4,054 584 557 4,651 1,043 1,042 292 206 1,136 2,472 1,553 433 626 572 2,179 4,651 

大崎上島町水道事業会計 3,188 3,187 207 186 3,395 812 811 133 60 2,325 3,270 0 0 126 88 126 3,395 

世羅町水道事業会計 4,409 4,274 1,633 1,575 6,042 875 840 343 167 2,615 3,833 109 40 2,100 1,038 2,209 6,042 

神石高原町簡易水道事業会計 3,926 3,925 248 120 4,175 756 755 229 71 3,278 4,262 20 0 △ 107 △ 112 △ 88 4,175 

113,966 91,536 24,408 22,075 138,373 11,180 10,237 6,177 1,837 22,510 39,867 74,409 43,723 24,098 19,996 98,506 138,373 

14,908 14,779 4,819 4,266 19,727 9,311 8,611 1,947 638 1,650 12,908 7,631 7,378 △ 812 △ 1,434 6,819 19,727 

※　決算の計上数値を百万円未満で四捨五入しているため、計において一致しない場合がある。

(単位：百万円)

資本の部

負債・
資本合計

固定資産 流動資産 固定負債 流動負債 資本金 剰余金
資本合計

区　　分

資産の部

資産合計

負債の部

市町水道事業会計

水道事業会計

水道用水供給事業会計

工業用水道事業会計
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令和５年度決算資料
５　キャシュフロー

8,026 2,690 10,336 △ 3,482 0 △ 7,178 △ 9,663 △ 2,166 2,428 △ 5,871 △ 1,318 41,562 40,244 

4,484 1,497 6,340 △ 2,568 0 △ 4,355 △ 5,883 △ 767 2,400 △ 3,896 △ 638 18,806 18,169 

竹原市水道事業会計 353 77 236 △ 27 0 △ 311 △ 340 3 40 △ 34 45 1,171 1,216 

三原市水道事業会計 887 237 1,112 △ 288 0 △ 983 △ 1,063 △ 130 843 △ 1,272 △ 225 1,672 1,448 

府中市水道事業会計 141 22 247 △ 66 0 △ 131 △ 142 △ 48 72 △ 158 △ 38 1,079 1,042 

三次市水道事業会計 723 43 1,023 △ 403 0 △ 512 △ 588 △ 46 392 △ 508 165 1,265 1,430 

庄原市水道事業会計 418 51 524 △ 285 0 △ 308 △ 542 △ 216 61 △ 307 △ 105 1,643 1,538 

東広島市水道事業会計 907 266 976 △ 344 0 △ 1,484 △ 1,589 105 492 △ 387 △ 471 2,781 2,310 

廿日市市水道事業会計 143 183 867 △ 323 0 △ 665 △ 745 42 84 △ 298 △ 480 3,356 2,876 

安芸高田市水道事業会計 260 62 414 △ 141 0 40 △ 99 △ 177 134 △ 318 123 495 619 

江田島市水道事業会計 276 298 193 △ 90 0 △ 290 △ 471 105 200 △ 95 91 1,850 1,941 

熊野町水道事業会計 148 103 68 △ 38 0 △ 85 △ 119 0 0 0 64 1,248 1,312 

北広島町水道事業会計 84 45 215 △ 70 0 91 △ 45 △ 186 14 △ 213 △ 11 569 557 

大崎上島町水道事業会計 46 43 141 △ 153 0 42 △ 49 △ 24 36 △ 60 64 122 186 

世羅町水道事業会計 82 32 188 △ 196 0 127 △ 40 △ 164 0 △ 176 45 1,529 1,575 

神石高原町簡易水道事業会計 15 35 136 △ 143 0 111 △ 51 △ 32 33 △ 69 94 26 120 

3,542 1,193 3,996 △ 914 0 △ 2,823 △ 3,780 △ 1,400 28 △ 1,975 △ 681 22,756 22,075 

1,199 425 623 △ 96 0 △ 476 △ 522 152 838 △ 652 875 3,391 4,266 

※　決算の計上数値を百万円未満で四捨五入しているため、計において一致しない場合がある。

(単位：百万円)

水道事業会計

市町水道事業会計

水道用水供給事業会計

工業用水道事業会計

資金期末残高
うち
当年度純利益

うち
減価償却費

うち
長期前受金戻入

うち
減損損失

うち
建設改良費

うち
企業債発行

うち
企業債償還金

資金期首残高区　　分
業務活動によるＣＦ 投資活動によるＣＦ 財務活動によるＣＦ

資金増減額
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令和５年度決算資料

６　主な経営指標 (単位：％)

経常収支比率 料金回収率 有形固定資産減価償却率 管路経年化率 管路更新率

109.17 98.84 56.20 24.28 0.38

107.00 92.90 51.24 22.40 0.38

竹原市水道事業会計 102.49 109.47 44.95 18.21 0.18

三原市水道事業会計 102.49 96.13 44.95 18.21 0.18

府中市水道事業会計 103.59 98.55 54.20 22.72 0.50

三次市水道事業会計 102.49 80.26 44.95 18.21 0.18

庄原市水道事業会計 105.11 82.12 47.69 1.57 0.56

東広島市水道事業会計 103.69 96.98 55.83 18.53 0.42

廿日市市水道事業会計 107.03 93.52 51.82 27.05 0.68

安芸高田市水道事業会計 106.99 58.52 37.20 31.38 0.19

江田島市水道事業会計 119.81 116.50 58.14 18.28 0.56

熊野町水道事業会計 120.59 116.82 55.33 23.13 0.69

北広島町水道事業会計 110.15 62.81 41.96 18.82 0.22

大崎上島町水道事業会計 107.86 93.76 52.42 25.98 0.08

世羅町水道事業会計 108.34 93.81 56.17 13.63 0.13

神石高原町簡易水道事業会計 116.87 84.31 48.35 15.95 0.84

113.32 109.60 64.91 57.15 0.45

116.42 79.44 66.74 48.46 0.00

※　工業用水道事業会計の料金回収率の算定において、水道用水供給事業や市町水道事業からの管理受託に係る費用を除いた場合、107.68％

区　　分

水道事業会計

市町水道事業会計

水道用水供給事業会計

工業用水道事業会計 ※
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